
 (1) 第 38号し　お　か　ぜ

●
復
興
の
一
年
を
振
り
返
る

　

教
育
後
援
会
の
永
井
通
会
長

が
挨
拶
で
、「
２
０
１
１
年
度

は
３
月
11
日
の
震
災
を
受
け

て
、
復
興
活
動
支
援
の
内
容
を

織
り
込
ん
だ
事
業
展
開
と
な
っ

た
。
学
内
の
修
復
作
業
も
終
わ

り
、
本
日
は
大
学
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
お
い
て
浦
安
市
内
の
小
学
生

に
よ
る
陸
上
競
技
会
が
開
か
れ

る
ほ
ど
に
回
復
し
ま
し
た
」
と

こ
の
一
年
を
振
り
返
っ
た
。
ま

た
、
教
育
後
援
会
奨
学
金
の
返

還
金
滞
納
者
へ
の
対
応
強
化
を

弁
護
士
と
共
に
進
め
て
い
る
こ

と
も
報
告
さ
れ
た
。

　

安
井
利
一
学
長
か
ら
は
、
今

年
度
か
ら
副
学
長
を
２
人
体
制

と
す
る
こ
と
が
発
表
さ
れ
た
。

こ
れ
ま
で
の
佐
々
木
康
史
副
学

長
は
主
に
大
学
を
、
新
た
に
就

任
し
た
西
山
佑
司
副
学
長
は
大

学
院
を
担
当
す
る
。「
満
足
度

の
高
い
大
学
を
目
指
し
て
、
こ

れ
か
ら
も
保
護
者
と
近
い
と
こ

ろ
で
大
学
運
営
を
し
て
い
き
た

い
」
と
新
体
制
の
抱
負
を
語
っ

た
。

●
体
育
会
の
躍
進

　

永
井
会
長
を
議
長
と
し
て
、

前
回
議
事
録
の
確
認
、
大
学
報

告
等
が
行
わ
れ
た
。

　

鈴
木
洋
州
学
生
支
援
課
長
か

ら
、
今
年
度
は
在
籍
学
生
数
が

昨
年
度
に
比
べ
て
減
少
し
た
こ

と
や
、
今
年
度
も
修
学
支
援
、

就
職
支
援
に
引
き
続
き
力
を
入

れ
て
い
く
こ
と
な
ど
が
報
告
さ

れ
た
。

　

ま
た
、
海
外
留
学
・
海
外
研

修
派
遣
に
つ
い
て
も
報
告
が

あ
っ
た
。

　

就
職
に
つ
い
て
は
求
人
倍
率

が
昨
年
と
比
べ
て
上
向
き
の
傾

向
で
あ
る
と
は
い
え
、
ま
だ
ま

だ
厳
し
い
状
況
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
就
職
支
援
も
引
き
続
き
力

を
入
れ
て
行
っ
て
い
く
。

　

次
に
、
体
育
会
所
属
ク
ラ
ブ

の
戦
績
つ
い
て
。
昨
年
度
は
被

災
に
よ
り
自
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

が
使
え
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

千
葉
県
大
学
大
会
で
優
勝
し
た

サ
ッ
カ
ー
部
、
国
際
大
会
出
場

の
ヨ
ッ
ト
部
、
本
学
初
の
好
成

績
を
収
め
た
空
手
道
部
と
す
ば

ら
し
い
活
躍
を
み
せ
た
。
活
躍

し
た
多
く
の
学
生
が
今
年
度
も

在
校
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
さ

ら
な
る
躍
進
が
期
待
さ
れ
る
。

●
震
災
か
ら
の
復
旧

　

３
月
11
日
の
震
災
で
は
大
学

構
内
も
液
状
化
な
ど
の
被
害
が

あ
っ
た
が
、
昨
年
度
中
に
復
旧

工
事
は
す
べ
て
完
了
。

　

２
０
１
０
年
度
に
震
災

の
た
め
に
中
止
と
な
っ
た

国
外
大
学
視
察
は
、
事
業

計
画
通
り
実
施
さ
れ
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
明
海
大
が

留
学
生
を
派
遣
し
て
い
る

大
学
の
視
察
は
終
了
し
た

こ
と
に
な
り
、
来
年
度
か

ら
は
国
内
大
学
の
視
察
を

実
施
し
て
い
く
予
定
だ
。

●
新
役
員
の
選
出

　

２
０
１
１
年
度
の
事
業

に
つ
い
て
教
育
後
援
会
の

吉
田
事
務
長
が
事
業
報
告
・
決

算
報
告
を
行
い
、
続
い
て
監
査

報
告
が
行
わ
れ
、
審
議
の
結
果
、

満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

　

続
い
て
、
２
０
１
２
年
度
の

評
議
員
・
役
員
の
選
任
に
つ
い

て
提
議
さ
れ
、
こ
ち
ら
も
満
場

一
致
で
承
認
さ
れ
、
新
年
度
の

評
議
員
・
役
員
が
誕
生
。
藤
井

慶
三
新
会
長
か
ら
、「
み
な
さ

ん
と
一
緒
に
事
業
を
推
進
し
て

い
き
た
い
」
と
抱
負
が
述
べ
ら

れ
た
。

　

休
憩
を
は
さ
み
、
役
員
同
士

の
交
流
も
行
わ
れ
た
。「
年
に
一

度
、
評
議
員
会
の
た
め
に
上
京

す
る
」
と
い
っ
た
地
方
の
役
員

は
互
い
の
再
会
を
喜
ん
で
い
た
。

●
後
援
会
活
動
の
新
た
な
取

り
組
み

　

休
憩
後
は
、
藤
井
新
会
長
が

議
長
と
な
り
議
事
を
進
め
た
。

　

今
年
度
の
事
業
計
画
に
新
た

に
加
わ
っ
た
の
が
「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
支
援
」
だ
。
昨

年
の
震
災
の
際
、
学
生
が
被
災

地
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
っ
た

こ
と
か
ら
、
今
年
度
は
新
た
な

活
動
支
援
項
目
と
し
て
新
事
業

に
追
加
し
た
。

　

全
国
各
地
で
行
わ
れ
る
地
区

教
育
懇
談
会
で
は
北
陸
地
区
を

Ａ
地
区
と
Ｂ
地
区
に
分
離
し
、

Ｂ
地
区
の
懇
談
会
を
大
阪
で
開

催
（
近
畿
地
区
と
同
時
開
催
）

す
る
こ
と
で
、
よ
り
多
く
の
保

護
者
が
参
加
し
や
す
く
な
る
。

　

そ
し
て
２
０
１
２
年
度
一
般

会
計
予
算
に
つ
い
て
説
明
さ
れ

た
。
各
事
業
予
算
の
見
直
し
を

行
う
と
と
も
に
、
学
生
の
居
場

所
作
り
の
た
め
の
施
設
整
備
予

算
を
計
上
し
、
承
認
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
永
井
元
会
長
が
名
誉

会
員
に
推
薦
さ
れ
、
こ
ち
ら
も

満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

●
新
た
な
厚
生
施
設

　

現
在
学
生
厚
生
施
設
と
し
て

３
カ
所
の
施
設
と
契
約
し
て
い

る
が
、
新
た
な
厚
生
施
設
と
し

て
白
子
温
泉
ホ
テ
ル
東
天
光
が

候
補
に
あ
が
っ
た
。
こ
の
施
設

は
学
生
か
ら
の
ニ
ー
ズ
が
高
い

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
多
く
保
有
し

て
い
る
こ
と
や
体
育
館
が
整
備

さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
紹
介

さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。

　

そ
し
て
、
松
田
清
志
副
会
長

に
よ
る
閉
会
の
言
葉
に
よ
り
、

評
議
員
会
は
締
め
く
く
ら
れ
た
。

　
２
０
１
２
年
度
評
議
員
会

各
地
区
の
評
議
員
が
集
結

今
年
度
の
活
動
方
針
や
予
算
案
を
審
議

　

６
月
２
日
（
土
）、
浦
安
キ
ャ
ン
パ
ス
第
２
管
理
・
研
究
棟

３
階
４
３
０
１
会
議
室
に
お
い
て
、
２
０
１
２
年
度
教
育
後
援

会
評
議
員
会
が
行
わ
れ
た
。
爽
や
か
な
天
気
の
中
、
協
議
だ
け

で
な
く
評
議
員
同
士
の
交
流
も
活
発
に
行
わ
れ
た
。



第38号  (2)し　お　か　ぜ

2011 年度　一般会計決算書
（自）2011年 4月 1日（至）2012年 3月 31日

収入の部	 	 単位：円
科 目 本年度予算額 本年度決算額 増減額
会 費 96,500,000 92,380,000 4,120,000
雑 収 入 0 20,720 △ 20,720
繰 越 金 43,228,272 43,228,272 0
合 計 139,728,272 135,628,992 4,099,280
支出の部	

科　　目 本年度予算額 本年度決算額 増減額

事
業
費

組
織
対
策
費

会員組織費 400,000 308,805 91,195
国内外大学調査研究費 2,000,000 1,037,740 962,260
組織強化費 16,000,000 15,674,266 325,734
広報費 6,000,000 4,839,177 1,160,823

小　　計 24,400,000 21,859,988 2,540,012

学
生
関
係
活
動
対
策
費

全学行事援助費 25,800,000 22,499,810 3,300,190
部活動等協力費 12,700,000 10,263,479 2,436,521
教育補助 6,800,000 5,714,457 1,085,543
卒業記念品費 13,000,000 12,243,000 757,000
卒業アルバム制作費援助 6,000,000 5,100,000 900,000
就職対策費 1,100,000 718,001 381,999
留学研修費援助 6,000,000 3,642,000 2,358,000
施設整備支援 2,000,000 0 2,000,000

小　　計 73,400,000 60,180,747 13,219,253
事業費計 97,800,000 82,040,735 15,759,265

会
議
費

評議員会議 1,500,000 1,156,933 343,067
役員会・常任幹事会 2,000,000 1,879,801 120,199
その他会議 500,000 175,894 324,106

会議費計 4,000,000 3,212,628 787,372

管
理
費

一
般
管
理
費

通信費 100,000 81,620 18,380
慶弔費 500,000 564,100 △ 64,100
旅費交通費 50,000 7,060 42,940
印写事務費 500,000 340,534 159,466
業務委託費 7,100,000 7,194,635 △ 94,635
渉外費 400,000 259,540 140,460
消耗品費 400,000 272,191 127,809
事務費 500,000 364,131 135,869

小　　計 9,550,000 9,083,811 466,189
備
品
費
什器備品費 500,000 0 500,000
小計 500,000 0 500,000

管理費計 10,050,000 9,083,811 966,189
予　 備 　費 27,878,272 157,815 27,720,457
次年度繰越金 0 41,134,003 △ 41,134,003
合　　　　計 139,728,272 135,628,992 4,099,280

2012 年度　一般会計予算書
（自）2012年 4月 1日（至）2013年 3月 31日

収入の部	 	 単位：円
科 目 本年度予算額 前年度予算額 増減額
会 費 84,000,000 96,500,000 △ 12,500,000
雑 収 入 0 0 0
繰 越 金 41,134,003 43,228,272 △ 2,094,269
合 計 125,134,003 139,728,272 △ 14,594,269

支出の部
科　　目 本年度予算額 前年度予算額 増減額

事
業
費

組
織
対
策
費

会員組織費 400,000 400,000 0
国内外大学調査研究費 1,000,000 2,000,000 △ 1,000,000
組織強化費 16,000,000 16,000,000 0
広報費 6,000,000 6,000,000 0

小　　計 23,400,000 24,400,000 △ 1,000,000

学
生
関
係
活
動
対
策
費

全学行事援助費 25,800,000 25,800,000 0
部活動等協力費 9,400,000 12,700,000 △ 3,300,000
教育補助 6,800,000 6,800,000 0
卒業記念品費 11,000,000 13,000,000 △ 2,000,000
卒業アルバム制作費援助 5,500,000 6,000,000 △ 500,000
就職対策費 1,000,000 1,100,000 △ 100,000
留学研修費援助 6,000,000 6,000,000 0
施設整備支援 4,000,000 2,000,000 2,000,000

小　　計 69,500,000 73,400,000 △ 3,900,000
事業費計 92,900,000 97,800,000 △ 4,900,000

会
議
費

評議員会議 1,500,000 1,500,000 0
役員会・常任幹事会 2,000,000 2,000,000 0
その他会議 500,000 500,000 0

会議費計 4,000,000 4,000,000 0

管
理
費

一
般
管
理
費

通信費 100,000 100,000 0
慶弔費 500,000 500,000 0
旅費交通費 50,000 50,000 0
印写事務費 500,000 500,000 0
業務委託費 7,200,000 7,100,000 100,000
渉外費 400,000 400,000 0
消耗品費 400,000 400,000 0
事務費 500,000 500,000 0

小　　計 9,650,000 9,550,000 100,000
備
品
費
什器備品費 500,000 500,000 0
小計 500,000 500,000 0

管理費計 10,150,000 10,050,000 100,000
予　 備　 費 18,084,003 27,878,272 △ 9,794,269
合　　　　計 125,134,003 139,728,272 △ 14,594,269

	 2012 年度　新役員の紹介	 （※敬称略）

会長／藤井慶三　　　　　　　　　　副会長／大塚政子、松田清志、塩谷　毅
常任役員・会計／滝口一美　　　　　常任役員・監査／熊澤　康弘、林田　裕子

役員／本多敏子、山田慶子、星　徳子、庄司洋子、降幡光穗、清水俊行、
　　　小林あゆみ、久家和江、堀籠祥子、大塚広美、瀧本みゆき、赤穂英吏子

2012年度事業計画
Ⅰ．教育後援会主体事業
Ａ‐１　地区教育懇談会の実施
Ａ‐２　就職懇談会の実施
Ａ‐３　教育後援会会報「潮風」の発刊
Ａ‐４　教育後援会奨学金
Ａ‐５　学生の住宅相談・紹介
Ａ‐６　卒業記念品の贈呈
Ａ‐７　卒業アルバムの贈呈
Ａ‐８　国内外大学の視察
Ａ‐９　教育後援会ホームページの充実
Ａ‐10　学生の慶弔
Ａ‐11　教育後援会学生表彰の実施

Ⅱ．学生の自主的諸活動支援
Ｂ‐１　課外教育活動団体の支援
Ｂ‐２　学園祭の支援
Ｂ‐３　サマーキャンプの支援
Ｂ‐４　新入生歓迎会の支援

Ｂ‐５　留学生連合会主催行事の支援
Ｂ‐６　スポーツ活動の支援
Ｂ‐７　契約厚生施設利用の支援
Ｂ‐８　卒業パーティーの支援
Ｂ‐９　卒業アルバムの支援
Ｂ‐10　文化活動の支援
Ｂ‐11　ボランティア活動の支援

Ⅲ．大学実施事業支援
Ｃ‐１　長短期学生海外留学研修派遣の支援
Ｃ‐２　就職対策の支援
Ｃ‐３　大学施設設備等の支援
Ｃ‐４　学生食堂の支援
Ｃ‐５　少人数教育の支援
Ｃ‐６　学部教育の支援
Ｃ‐７　課外教育活動団体顧問の支援
Ｃ‐８　課外教育活動団体指導者の支援
Ｃ‐９　体育会活動の支援
Ｃ‐10　ピア・サポート・セミナーの支援

　

２
０
１
２
年
度
浦
安
キ
ャ
ン

パ
ス
教
育
後
援
会
会
長
を
務
め

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
藤
井
で
す
。
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

昨
年
は
東
日
本
大
震
災
に
よ

り
浦
安
キ
ャ
ン
パ
ス
は
大
き
な

災
害
に
遭
い
ま
し
た
が
、
大
学

の
早
急
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復

旧
工
事
や
本
格
的
な
キ
ャ
ン
パ

ス
設
備
の
復
旧
工
事
に
よ
り
、

見
事
に
復
旧
し
て
非
常
に
快
適

か
つ
美
し
い
キ
ャ
ン
パ
ス
と
な

り
ま
し
た
。
さ
て
、
教
育
後
援

会
は
、
来
年
度
で
創
立
25
周
年

を
迎
え
る
歴
史
あ
る
組
織
で
す
。

本
会
の
創
立
目
的
は
、「
保
護

者
と
大
学
と
の
連
携
」、「
会
員

相
互
の
親
睦
の
推
進
」、「
学
生

の
福
利
厚
生
の
増
進
と
課
外
活

動
等
の
援
助
」
を
図
り
、
明
海

大
学
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と

で
す
。

　

今
年
度
の
教
育
後
援
会
の
基

本
方
針
は
、「
保
護
者
と
大
学

と
の
連
携
強
化
と
事
業
の
継

続
」
と
い
た
し
て
、
本
会
の
創

立
目
的
の
主
旨
を
保
護
者
の
皆

様
と
意
識
を
共
有
し
て
事
業
推

進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
学
生
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ

の
充
実
向
上

　

明
海
大
学
の
建
学
精
神
の

「
社
会
性
、
創
造
性
、
合
理
性

を
身
に
つ
け
、
広
く
国
際
未
来

社
会
で
活
躍
し
得
る
有
為
な
人

材
の
育
成
」
に
従
い
、
安
井
学

長
を
は
じ
め
と
し
て
教
職
員
の

皆
さ
ん
が
一
丸
と
な
っ
て
大
学

の
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
充
実

や
資
格
取
得
・
海
外
留
学
研
修

の
支
援
等
の
事
業
を
推
進
さ
れ

て
い
ま
す
。
大
学
の
事
業
に
か

か
わ
る
会
員
（
保
護
者
）
の
意

見
や
要
望
に
つ
い
て
、
大
学
の

先
生
方
や
職
員
の
皆
さ
ん
と
十

分
な
論
議
と
協
議
を
重
ね
て
学

生
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
の
充

実
向
上
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

今
年
度
の
「
大
学
実
施
事
業

支
援
」
と
し
て
追
加
し
た
の
は
、

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
」

と「
厚
生
施
設
利
用
の
支
援（
１

カ
所
追
加
：
ホ
テ
ル
東
天
光
）」

で
す
。「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支

援
」
は
、
昨
年
の
東
日
本
大
震

災
の
被
災
地
復
旧
支
援
活
動
を

学
生
が
自
主
的
に
浦
安
市
や
岩

手
県
釜
石
市
等
に
て
災
害
対
策

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
い
ま

し
た
が
、
今
年
度
も
学
生
が
被

災
地
復
旧
支
援
活
動
を
行
う
た

め
の
活
動
支
援
と
し
ま
し
た
。

「
厚
生
施
設
利
用
の
支
援
」
と

し
て
新
規
契
約
予
定
の
ホ
テ
ル

東
天
光
は
千
葉
県
長
生
郡
白
子

町（
九
十
九
里
浜
）に
あ
り
、
ス

ポ
ー
ツ
施
設
等
が
充
実
し
て
お

り
、
大
学
の
合
宿
に
幅
広
く
活

用
さ
れ
て
い
ま
す
。学
生
が「
入

学
し
て
良
か
っ
た
」、「
学

べ
て
良
か
っ
た
」、「
福
利

厚
生
施
設
は
安
く
て
よ
く

利
用
し
た
」、そ
し
て
「
卒

業
し
て
良
か
っ
た
」
な
ど

と
思
え
る
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ

イ
フ
の
充
実
向
上
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

■
会
員（
保
護
者
）と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
強
化
と
意
見

反
映
の
向
上

　

保
護
者
と
大
学
と
の
連
携
や

親
睦
を
深
め
る
場
と
し
て
、
地

区
教
育
懇
談
会
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
大
学
か
ら
は
安
井
学
長

を
は
じ
め
、
各
学
部
の
教
授
等

の
先
生
や
職
員
の
方
も
多
数
参

加
を
い
た
だ
き
、
学
生
の
修
学

状
況
や
就
職
活
動
等
に
つ
い
て

直
接
個
人
面
談
方
式
に
て
率
直

に
幅
広
く
意
見
を
交
わ
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
教
育
後

援
会
の
役
員
も
地
区
教
育
懇
談

会
に
同
行
し
て
い
ま
す
の
で
、

保
護
者
同
士
の
忌
憚
の
な
い
情

報
交
換
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
地
区
教
育
懇
談
会

は
全
国
11
地
区
で
開
催
い
た
し

ま
す
が
、
関
東
地
区
（
浦
安
）、

札
幌
、
盛
岡
、
福
島
、
新
潟
、

長
野
、
静
岡
、
大
阪
、
岡
山
、

博
多
、
沖
縄
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
会
場
で
は
「
ア
ン
ケ
ー

ト
」
を
実
施
し
て
保
護
者
の
皆

さ
ん
の
ご
意
見
を
集
計
し
て
い

ま
す
が
、
役
員
会
に
て
今
後
の

事
業
計
画
策
定
に
お
け
る
検
討

資
料
と
し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
地
区
教
育
懇
談
会
に
、

ぜ
ひ
と
も
ふ
る
っ
て
ご
参
加
お

願
い
し
ま
す
。

■
タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
提
供
の

向
上

　

教
育
後
援
会
の
活
動
状
況
の

報
告
は
、
年
２
回
発
行
の
広
報

紙
「
潮
風
」、「
教
育
後
援
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」、「
携
帯
電
話

へ
の
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
配
信
」

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
タ
イ
ム

リ
ー
に
大
学
や
学
生
の
活
動
状

況
を
情
報
提
供
す
る
こ
と
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

な
お
、「
教
育
後
援
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
」
の
閲
覧
は
、「
明

海
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
の

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
掲
載
の
「
関

連
サ
イ
ト
‐
浦
安
キ
ャ
ン
パ
ス

教
育
後
援
会
」
か
ら
ア
ク
セ
ス

で
き
ま
す
。
ま
た
、「
携
帯
電

話
へ
の
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
配

信
」
の
登
録
方
法
は
、本
号
『
潮

風
』
の
８
面
に
掲
載
し
て
い
ま

す
の
で
、
ご
利
用
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

私
た
ち
教
育
後
援
会
は
、
明

海
大
学
の
更
な
る
発
展
に
少
し

で
も
お
役
に
立
て
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
、多
く
の
会
員（
保

護
者
）
の
皆
さ
ん
と
連
携
し
て

活
動
推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
度
の
活
動
に
つ
い
て

教
育
後
援
会
会
長
　
藤
井
　
慶
三

会

長

挨

拶
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　　　　　2011年度浦安キャンパス教育後援会表彰者一覧	 （敬称略）

１
．表
彰
対
象
①

氏名 学科 内容
秋元　宏太 経済 ｢ラジコン｣　ＲＣ2009年全日本選手権大会優勝、2010年同大会準優勝ほか
大田　徹 不動産 ｢ヨット｣　2011世界選手権選考レース兼第１回江ノ島スナイプ級ヨット大会で第２位ほか
波田地　由佳 経済 ｢ヨット｣　江ノ島オリンピックウィーク2011（470ジュニア世界選手権日本代表選手

選考会）で選考対象女子１位。2012年 470級ジュニア世界選手権大会代表選手に選出又村　彩 英米語

２
．表
彰
対
象
② 

Ｂ
‐
１

氏名 学科 内容
高橋　真実 日本語 2011年度空手道部主将
小田倉　美香 英米語 2010年度吹奏楽部部長　
加藤　健二 英米語 2009年度男子バレーボール部主将
佐藤　春奈 英米語 2010年度軽音楽部アリーナ部長
加藤　裕文 経済 2011年度ラグビー部主将
末吉　佳 経済 2011年度ヨット部主将
蘇　壮 経済 2011年度中国留学生会会長
張　占　友 経済 2010年度中国留学生会会長
中村　竜也 経済 2010年度サッカー部主将
ファン ティ トゥ ホン 経済 2010・2011年度ベトナム留学生会会長
山方　周 経済 2010・2011年度陸上競技部主将
中古賀　晴弥 経済 2010・2011年度トライアスロン・自転車部主将
辻　敬弘 不動産 2010年度ワンダーフォーゲル部部長　
松倉　知帆 HT 2010・2011年度女子ラクロス部主将

２
．表
彰
対
象
②
Ｂ
‐
２

氏名 学科 内容
渡部　徳 英米語 2009年度学術文化連合会会長
郭　然 経済 2011年度留学生連合会会長　
菊池　洋平 不動産 2010年度体育会連盟会会長、2011年度男子ラクロス部主将
常盤　尚揮 HT 2009年度ジャズオーケストラ部部長、2010年度卒業アルバム製作委員会委員長

３
．表
彰
対
象
③

氏名 学科 内容

佐野　圭胤 不動産 東日本大震災（地震）による建物被害認定調査ボランティア活動に積極的に参加し、地域社会に顕著な貢献をした。
土屋　薫 日本語

東日本大震災による被災地（岩手県釜石市）復興支援ボランティア活動に
明海大学の代表として積極的に参加し、地域社会に顕著な貢献をした。

嶋田　純也 英米語
中里　明理 英米語
中村　通子 英米語
宮澤　彩佳 英米語
中澤　武志 英米語
長塚　理緒 英米語
田村　彩乃 HT
ムクタパ インタラパッド HT

　この日、学び舎を巣立ったのは 1092 人。
友との別れを惜しみつつ、新生活への期待
に胸を膨らませていた。

　午後から悪天候による交通機関の乱れを避
けるため、式終了後の予定を駆け足で進行。
そのおかげで無事に終了することができた。

冷たい雨が降るあいにくの天気の中、浦安キャ
ンパス体育館に集まる卒業生たち

「先生方の情熱ある指導と、家族に感謝し
ます」と卒業生代表・佐野さん

桜には少し早かったが、春の彩りが感じられた
浦安キャンパス内

立
て
看
板
の
前
で
記
念
撮
影
を
す
る
た
め
、
順

番
待
ち
を
す
る
新
入
生
・
保
護
者
の
姿
も
。

キ
ャ
ン
パ
ス
全
体
で
新
入
生
を
歓
迎

今年度は 1329 名の入学生を迎えた

式後、体育館の出口で保護者や友人、
後輩たちの姿を見つけ記念撮影。笑
顔の花が咲いた

わが子の門出を祝うため保護者も多数列席

　

３
月
23
日
（
金
）、
教
育
後

援
会
に
よ
る
学
生
表
彰
式
が
30

周
年
記
念
学
生
ホ
ー
ル
で
行
わ

れ
た
。

　

学
生
表
彰
式
は
、
課
外
活
動

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
学
友

会
活
動
な
ど
を
通
じ
て
顕
著
な

活
躍
を
収
め
た
在
学
生
・
卒
業

生
に
対
し
、
教
育
後
援
会
が
表

彰
す
る
も
の
で
、
２
０
１
１
年

度
の
表
彰
者
は
32
名
。

　

永
井
通
教
育
後
援
会
会
長
は

学
生
に
「
こ
の
表
彰
を
胸
に
、

プ
ラ
イ
ド
を
持
っ
て
社
会
で
羽

ば
た
い
て
く
だ
さ
い
」
と
挨
拶
。

続
い
て
、
表
彰
者
の
一
人
ひ
と

り
の
功
績
が
紹
介
さ
れ
、
表
彰

状
と
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
た
。

　

続
い
て
は
安
井
学
長
か
ら
の

祝
辞
。「
教
育
は
、
教
室
の
中

だ
け
で
は
な
い
。
自
分
を
高
め

る
努
力
を
続
け
、
自
分
自
身
を

耕
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
」
と
笑

顔
で
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

　

表
彰
者
代
表
の
秋
元
宏
太
さ

ん
（
経
済
学
部
）
は
、

世
界
２
０
の
国
・
地

域
か
ら
１
４
０
人
以

上
が
参
加
し
た
ラ
ジ

コ
ン
の
世
界
選
手
権

大
会
４
Ｗ
Ｄ
部
門
で

10
位
と
い
う
輝
か
し

い
成
績
を
収
め
た
、

ラ
ジ
コ
ン
の
ト
ッ
プ

ド
ラ
イ
バ
ー
。「
広
々

と
し
た
環
境
の
中
、

様
々
な
経
験
を
積
む

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
経
験
を
新
し
い

生
活
に
生
か
し
て
い

き
た
い
」
と
力
強
く

挨
拶
し
た
。

　

こ
の
日
の
表
彰
式

に
は
保
護
者
の
方
や

後
輩
た
ち
も
大
勢
集

ま
り
、
式
後
は
表
彰

者
を
囲
ん
で
祝
福
す

る
姿
が
会
場
内
の
あ

ち
こ
ち
で
見
ら
れ
た
。

※
Ｈ
Ｔ
…
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
略

2011年度
明海大学浦安キャンパス
教育後援会学生表彰式

在学中の
功績を称える

　

明
海
大
学
浦
安
キ
ャ
ン
パ
ス

教
育
後
援
会
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
益
々
ご
健
勝
に
て
お

過
ご
し
の
こ
と
と
拝
察
い
た
し

て
お
り
ま
す
。
日
頃
よ
り
、
大

学
の
運
営
に
対
し
ま
し
て
温
か

い
ご
支
援
を
頂
戴
し
、
厚
く
御

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
の
３
月
11
日
に
発
生
い

た
し
ま
し
た
東
日
本
大
震
災
に

よ
る
液
状
化
現
象
に
よ
り
、
浦

安
キ
ャ
ン
パ
ス
は
大
切
な
グ
ラ

ウ
ン
ド
を
は
じ
め
キ
ャ
ン
パ
ス

の
地
面
に
は
陥
没
と
隆
起
が
発

生
し
、
誠
に
心
痛
む
状
況
と
な

り
ま
し
た
が
、「
学
生
の
安
心

と
安
全
が
第
一
」
に
対
す
る
学

校
法
人
の
多
大
な
ご
理
解
と
ご

尽
力
で
ま
た
素
晴

ら
し
い
キ
ャ
ン
パ

ス
が
蘇
り
ま
し
た
。

こ
の
間
、
多
く
の

保
護
者
の
皆
様
か

ら
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
温
か
い
励
ま
し

の
言
葉
に
教
職
員

一
同
心
か
ら
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

さ
て
、
平
成
23
年
度
の
浦
安

キ
ャ
ン
パ
ス
教
育
後
援
会
会
長

の
重
責
を
務
め
て
い
た
だ
き
ま

し
た
永
井
通
様
に
は
、
適
切
な

会
務
運
営
と
地
方
で
の
懇
談
会

の
活
性
化
を
通
じ
て
大
学
と
保

護
者
等
の
皆
様
と
の
距
離
を
ず

い
ぶ
ん
と
近
づ
け
て
い
た
だ
き
、

心
か
ら
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。
ま
た
、
平
成
24
年
度
の

会
長
を
お
務
め
い
た
だ
く
藤
井

慶
三
様
に
は
、
こ
れ
か
ら
の
一

年
間
、
大
切
な
学
生
の
た
め
に

力
を
合
わ
せ
て
共
に
努
力
し
て

い
け
る
よ
う
ご
教
示
を
い
た
だ

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
役
員
の
皆
様
に
も
心
か

ら
よ
ろ
し
く
お
願
い
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

明
海
大
学
浦
安
キ
ャ
ン
パ
ス

は
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
改
革
し

て
３
年
目
に
な
り
ま
す
。
今
年

は
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
経
験
し

た
３
年
生
が
就
職
活
動
に
入
り

ま
す
。
明
海
大
学
の
人
間
力
を

推
進
す
る
た
め
に
導
入
し
た
初

年
度
教
育
と
し
て
の
「
学
修
の

基
礎
」
と
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」

の
成
果
が
表
れ
る
年
だ
と
期
待

を
し
て
お
り
ま
す
。
本
学
の
学

生
は
素
直
で
す
の
で
、
き
っ
と

教
育
の
力
で
、
自
ら
の
夢
に
向

か
っ
て
進
ん
で
い
け
る
力
を
付

け
て
き
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。「
学
修
の
基
礎
」
に
よ
っ

て
は
ぐ
く
ま
れ
た
「
大
学
で
学

ぶ
力
へ
の
導
入
」「
人
と
共
に

生
き
る
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
へ
の
導
入
」「
自
分
に

向
か
っ
て
起
こ
る
問
題
や
課
題

を
合
理
的
に
考
え
解
決
に
結
び

つ
け
る
思
考
過
程
へ
の
導
入
」

な
ど
の
全
て
が
、
子
ど
も
た
ち

を
大
き
く
成
長
さ
せ
て
い
る
と

確
信
し
て
い
ま
す
。

　

教
育
者
の
喜
び
は
、
自
分
た

ち
が
育
て
た
学
生
が
、
生
涯
に

わ
た
っ
て
質
の
高
い
、
豊
か

な
、
そ
し
て
満
足
で
き
る
生
活

を
し
て
く
れ
る
こ
と
で
す
。
私

は
、
明
海
大
学
で
学
ん
だ
学
生

は
、
単
に
専
門
的
な
知
識
を
有

す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
基
礎

に
人
間
と
し
て
の
輝
き
を
持
っ

て
も
ら
い
た
い
と
願
っ
て
お
り

ま
す
。「
明
海
の
人
間
力
」
を

し
っ
か
り
と
培
っ
て
も
ら
い
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
教
員
も

教
育
・
研
究
・
社
会
貢
献
に
汗

を
流
し
て
頑
張
っ
て
も
ら
わ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
し
て
、
保
護
者
の
皆
様
も
、

も
ち
ろ
ん
お
預
か
り
し
て
い
る

学
生
の
皆
様
に
も
満
足
度
の
高

い
教
育
を
通
じ
て
、
本
学
の
建

学
の
精
神
を
具
現
化
し
て
い
く

所
存
で
す
。

　

今
年
度
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

明
海
大
学
の
人
間
力
育
成	

学
長
　
安
井
利
一

✿“春”のセレモニー✿

新生活のスタート  2012 年度入学式　　　　　　　　　　　　　４月３日 晴れやかな門出　2011 年度　学位記授与式　　　　　　　　　　　 ３月 23 日
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2012年度

学友会　

新役員の顔ぶれ

①今年度の意気込みを教えてくだ
さい
②明海大のここが好き！を教えて
ください

（順不同、敬称略）

留学生連合会会長

孫　金（不動産学科４年）

①私は、まだ大学生活
に慣れていない留学生
や、日本の学生との交
流が少ない留学生のた
めに、交流できる多く
の場を提供したいと考
えております。学園祭
では、各国の文化や料理に学生たちが
興味を持ってもらうきっかけになるよ
うに頑張りたいと思っております。

②明海大学は美しい環境のもとで、勉強
や活動ができる場所が整っているとこ
ろが好きです。

学術文化連合会会長

金子  嘉伸（不動産学科 4 年）

①新入生の皆さんご入学
おめでとうございます。
この明海大学に新たな
仲間が加わったことを、
心から嬉しく思います。

　　私の抱負は昨年同様
に各団体の横の繋がり
を強化し一致団結し『明海大学の文連
は一枚岩だ』と思われるほどの団結力
を大学に示したいと思います。

② 嘘をつくのが嫌いなので、本当のこ
とを言います。好きな所はありません。
ですが愛校心はあります。大学側が必
要とあれば何でもします。

学友会中央委員会委員長

矢野翔太（経済学科２年）

①毎年行われている学友
会の活動としてクリー
ンキャンペーン、サマー
キャンプ、新入生歓迎
会をよりよいものにす
るためにリーダーズ研
修会を行い他の団体か
ら様々な意見をいただきました。それ
を参考にこれまでの活動の内容を変え
ていき、大学全体の活性化を目指します。

②・学校がキレイなところ
　・浦安市との連携が強く、ボランティ
　　ア活動などに協力的である。
　・施設が充実している。

学園祭実行委員会委員長

山本  航暉（不動産学科２年）

①今年の明海祭のテーマ
が「Pleasure」という
ことで、来場者の方は
もちろん、参加者、ス
タッフ全員にいたるま
で、楽しみ・喜びを感
じていただけるような
学園祭を作り上げていきたいと思って
います！

②学生を応援してくれる様々な制度が好
きです。資格取得や留学などを大きく
サポートしてもらえます！

体育会連盟会会長

工藤  大介（経済学科３年）

①他団体との絆を深め、
体育会連盟会の一体化
を図ります。各団体ご
とに良い成績を残すよ
うにお互いに協力、応
援できる環境を作りた
いです。また各団体に
声をかけるだけではなく、自分自身
リーダーシップを持って行動に移して
いきます。

②施設等が充実しているだけではなく、
私たち学友会の活動をサポートしてく
ださる学生支援課の方々が協力的なこ
とです。

卒業アルバム製作委員会委員長

鈴木  麻紀（ ＨＴ学科４年）

①昨年に引き続き、委員
長をさせていただくこ
とになりました。今年
度は昨年震災の影響で
撮影できなかった、委
員会企画のページを十
分に撮影することがで
きたので、これからレイアウトを考え、
より良いアルバムにしていく予定です。
期待していてください。

②学生で溢れた校内も活気がありいいで
すが、夕方の夕日が綺麗な時間帯、誰
もいない空いた教室で見る夕日が私は
好きです。

卒業パーティー実行委員会委員長

稲葉　知世（ＨＴ学科４年）

 
①卒業パーティー実行委

員会は、今年度、過去
最大のメンバー数とな
りました。私自身、１
年生から委員会活動を
してきて、今年で卒業
の年なのでみんなで最
高のパーティーを作り上げたいと思っ
ています！ 3 月 23 日を楽しみにして
いてください！

 
②先生や職員の方々がみんな優しく、学

生を見守っていてくれる環境があり、
とてもありがたいです。
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■
就
活
を
ス
タ
ー
ト
し
た
の
は

い
つ
？

向
後　

３
年
生
の
４
月
か
ら
資

格
取
得
の
勉
強
を
始
め
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
始
ま
る
就
活
に
資
格

を
と
っ
て
臨
み
た
い
と
い
う
強

い
意
志
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

相
澤　

留
学
希
望
も
あ
り
、
３

年
の
９
月
か
ら
留
学
と
就
活
の

ど
ち
ら
を
取
る
か
を
考
え
始
め

ま
し
た
。

前
野　

３
年
生
の
12
月
か
ら
で

す
。

山
下　

３
年
生
の
９
月
か
ら
自

己
分
析
を
始
め
ま
し
た
。

光
畑　

３
年
生
の
３
月
か
ら
で

す
。

■
就
活
中
、
希
望
す
る
方
向
性

に
変
化
は
な
か
っ
た
？

向
後　

ブ
ラ
イ
ダ
ル
業
界
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
た
の
で
す
が
、
う

ま
く
い
か
な
く
て
、
方
向
転
換

し
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
眼
鏡
の
小
売
店
か
ら

内
々
定
を
も
ら
っ
た
こ
と
で
、

目
標
と
し
て
い
た
業
界
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
気
持
ち
に
な
り
ま

し
た
。

相
澤　

食
品
業
界
か
ら
始
め
た

の
で
す
が
苦
戦
し
、
や
り
た
い

わ
け
じ
ゃ
な
い
の
か
な
と
気
持

ち
が
動
き
ま
し
た
。
選
考
を
重

ね
る
う
ち
に
、
そ
の
企
業
の
方

と
の
縁
、
つ
な
が
り
が
で
き
、

働
い
て
み
た
い
な
と
い
う
気
持

ち
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

前
野　

活
動
開
始
の
早
い
ブ
ラ

イ
ダ
ル
業
界
で
早
速
内
定
を
も

ら
っ
て
完
全
燃
焼
し
、
活
動
を

一
時
休
止
し
て
い
た
の
で
す
が
、

父
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
っ

て
気
持
ち
を
立
て
直
し
、
全
く

違
う
業
界
か
ら
現
在
の
内
々
定

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

山
下　

総
合
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
パ
ー

を
希
望
し
て
い
ま
し
た
が
、
不

動
産
流
通
業
を
回
る
う
ち
に

デ
ィ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
と
の
関
係
性

に
気
づ
き
、
興
味
を
持
ち
始
め

た
こ
と
で
現
在
の
内
々
定
に
た

ど
り
着
き
ま
し
た
。

光
畑　

ホ
テ
ル
業
界
希
望
で
し

た
が
、
業
界
の
ス
タ
ー
ト
時
期

が
遅
か
っ
た
の
で
、
ブ
ラ
イ
ダ

ル
業
界
か
ら
活
動
を
始
め
ま
し

た
。
面
接
に
進
み
、
企
業
の
戦

略
と
自
分
の
将
来
像
が
ぴ
っ
た

り
と
合
っ
た
の
で
、
自
分
と
こ

の
企
業
は
相
性
が
い
い
ん
じ
ゃ

な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

■
大
変
だ
っ
た
こ
と
は
？

山
下　

説
明
会
に
参
加
す
る
こ

と
自
体
が
大
変
で
し
た
。
会
場

に
入
る
た
め
に
２
・
３
時
間
並

ん
で
、
さ
ら
に
ブ
ー
ス
の
前
で

も
待
ち
、
と
い
う
感
じ
で
。
と

に
か
く
一
歩
で
も
多
く
足
を
運

ぶ
こ
と
を
心
が
け
ま
し
た
。

前
野　

面
接
で
は
「
自
分
を
さ

ら
け
出
す
」
こ
と
を
意
識
す
る

よ
う
に
し
て
い
ま
し
た
。

相
澤　

エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
が

苦
手
で
し
た
。
企
業
研
究
を
し

な
い
と
書
け
な
い
内
容
の
も
の

ば
か
り
だ
し
、
面
接
で
内
容
を

つ
っ
こ
ま
れ
「
志
望
動
機
が
甘

い
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

光
畑　

説
明
会
の
予
約
を
と
る

の
が
大
変
で
し
た
。
数
秒
で
予

約
が
埋
ま
っ
て
し
ま
う
こ
と
も

あ
り
、
と
に
か
く
パ
ソ
コ
ン
の

前
で
ス
タ
ン
バ
イ
し
、
早
ク

リ
ッ
ク
し
て
何
と
か
予
約
し
ま

し
た
。

■
自
分
を
ど
う
ア
ピ
ー
ル
し
た

か
？　

自
分
の
強
み
は
？

向
後　

テ
ー
マ
パ
ー
ク
で
の
ア

ル
バ
イ
ト
経
験
が
あ
っ
た
の
で
、

お
客
様
に
対
す
る
接
客
の
意
識

は
叩
き
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
を

ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。
強
み
は
、

人
あ
た
り
が
よ
い
こ
と
、
団
体

の
中
で
の
協
調
性
が
あ
る
こ
と

で
す
。

大
学
と
保
護
者
の
両
輪
で

学
生
を
サ
ポ
ー
ト

　

開
会
に
あ
た
っ
て
、
藤
井
慶

三
教
育
後
援
会
会
長
が
挨
拶
。

昨
年
12
月
の
エ
ン
ト
リ
ー
開
始

時
、
学
生
の
ア
ク
セ
ス
が
集
中

し
た
た
め
就
活
サ
イ
ト
の
シ
ス

テ
ム
に
障
害
が
起
き
た
こ
と
に

ふ
れ
、
社
会
情
勢
は
上
向
い
て

い
る
も
の
の
、
近
年
来
の
就
職

難
に
依
然
変
わ
り
は
な
い
よ
う

だ
と
の
認
識
を
示
し
た
。
ま
た
、

仕
事
柄
企
業
の
就
職
担
当
者
と

話
す
機
会
も
多
い
と
の
こ
と

で
、「
企
業
側
に
と
っ
て
新
人

採
用
は
、
投
資
の
よ
う
な
も
の
。

こ
の
企
業
の
中
の
一
人
に
な
る
、

と
い
う
意
志
が
大
切
で
す
」
と

述
べ
、「
懇
談
会
が
少
し
で
も

有
益
な
も
の
と
な
る
よ
う
祈
っ

て
い
ま
す
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

　

続
い
て
安
井
利
一
学
長
が

「
本
学
は
３
年
前
か
ら
正
課
内

外
で
就
職
を
支
援
す
る
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
組
ん
で
学
生
の
皆

さ
ん
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い

ま
す
。
社
会
情
勢
が
な
か
な
か

安
定
し
ま
せ
ん
が
、
次
の
日
本

を
担
う
人
材
を
育
て
る
た
め
、

就
活
を

成
功
さ
せ
る
に
は
？

知
っ
て
お
き
た
い

企
業
の
採
用
事
情

 

「
父
母
の
た
め
の
就
職
ガ
イ
ダ

ン
ス
―
就
職
環
境
と
親
が
子
ど

も
に
し
て
あ
げ
ら
れ
る
サ
ポ
ー

ト
―
」
と
題
し
、
㈱
リ
ク
ル
ー

ト
就
職
ジ
ャ
ー
ナ
ル
編
集
長
毛

利
威
之
氏
に
よ
る
講
演
が
行
わ

れ
た
。

　

毛
利
氏
に
よ
る
と
、「
就
職

活
動
」
と
い
う
言
葉
が
一
人
歩

き
し
て
い
る
が
、
企
業
か
ら
す

れ
ば
「
採
用
活
動
」。
企
業
は

な
ぜ
人
材
を
採
用
す
る
の
か
、

と
考
え
て
み
る
と
、「
採
用
活

動
」
つ
ま
り
は
「
就
職
活
動
」

が
実
は
ど
う
い
う
も
の
な
の
か

が
見
え
て
く
る
。
そ
れ
に
は
ま

ず
「
企
業
理
念
」
に
基
づ
い
た

「
戦
略
」
が
あ
り
、
そ
の
戦
略

を
実
現
す
る
た
め
の
人
材
と
し

て「
学
生
に
求
め
る
行
動
」、「
学

生
に
求
め
る
能
力
」
が
備
わ
っ

て
い
る
か
ど
う
か
が
見
極
め
ら

れ
る
。
ま
た「
社
風
に
合
う
か
」

も
判
断
材
料
と
な
る
。
就
活
が

う
ま
く
い
か
な
い
よ
う
な
と

き
ま
し
た
か
？
」
の
質
問
の
時

に
は
、こ
の
「
自
律
サ
イ
ク
ル
」

が
鍛
え
ら
れ
て
い
る
か
が
厳
し

く
見
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
学

生
の
回
答
い
か
ん
で
、
こ
の
学

生
が
わ
が
社
で
働
く
イ
メ
ー
ジ

が
わ
く
か
わ
か
な
い
か
が
は
っ

き
り
見
え
る
と
い
う
。
毛
利
氏

は
「
３
年
の
夏
休
み
は
と
て
も

大
事
な
と
き
。
授
業
、
サ
ー
ク

ル
、
ア
ル
バ
イ
ト
、
趣
味
、
な

ん
で
も
い
い
。
と
に
か
く
本
気

で
、
全
力
で
取
り
組
み
、
自
律

大
学
と
保
護
者

が
両
輪
と
な
っ

て
力
を
添
え
ら

れ
る
よ
う
、
努
力

を
続
け
ま
し
ょ

う
」
と
呼
び
か
け

た
。

社
会
性
・

創
造
性
・
合
理
性
の

建
学
の
精
神
を

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

　

今
年
度
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
長
と
な
っ
た
内
苑
孝

美
教
授
が
壇
上
に
立
ち
、
就
職

支
援
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
説

明
を
行
っ
た
。
本
学
は
建
学
の

精
神
の
下
、
実
学
志
向
の
強
い

大
学
と
し
て
学
生
の
キ
ャ
リ
ア

形
成
に
は
数
年
前
か
ら
特
に
力

を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
い
る
と

の
こ
と
。
ま
た
内
苑
教
授
は
、

某
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
の
立
ち
上

げ
に
も
深
く
か
か
わ
っ
た
元
企

業
人
、
採
用
活
動
に
携
わ
っ
た

経
験
も
あ
る
。「
就
職
難
の
な

か
、
内
定
を
得
て
い
る
学
生
は

ど
ん
な
学
生
な
の
か
。
ま
さ
に

本
学
の
建
学
の
精
神
で
あ
る
、

社
会
性
・
創
造
性
・

合
理
性
を
身
に
つ

け
て
い
る
学
生
で

す
」
と
話
し
、
建

学
の
精
神
を
育
み

た
い
と
の
熱
意
を

力
強
く
話
し
た
。

き
は
、
そ
の
原
因
を

自
分
の
内
側
に
探
し

て
し
ま
い
が
ち
だ
が
、

逆
の
視
点
を
持
つ
こ

と
で
、
企
業
側
の
求

め
て
い
る
人
材
と
の

ど
こ
に
ギ
ャ
ッ
プ
が

あ
る
の
か
が
見
え
て

く
る
と
い
う
。
学
生

の
熱
意
も
大
事
だ
が
、

「
夢
」や「
や
り
た
い
」

だ
け
で
は
就
活
が
う

ま
く
い
か
な
い
の
は

そ
の
た
め
だ
。
企
業

の
戦
略
を
的
確
に
分

析
し
、
ど
ん
な
人
材

が
求
め
ら
れ
て
い
る

の
か
を
的
確
に
把
握

で
き
れ
ば
、
無
駄
う

ち
は
減
ら
せ
る
。

　

ま
た
、
先
の
見
通

し
が
困
難
な
今
は
、

従
来
重
視
さ
れ
て
い

た「
訓
練
習
得
能
力
」

で
は
な
く
、
そ
の
場

で
最
適
な
答
え
を
導

き
出
す
た
め
判
断
し
実
行
す
る

「
自
律
力
」
が
求
め
ら
れ
て
い

る
と
の
こ
と
。「
計
画
」「
実
行
」

「
検
証
」
の
自
律
サ
イ
ク
ル
を

う
ま
く
回
し
て
い
く
に
は
特
別

な
こ
と
は
必
要
な
く
、
普
段
の

生
活
に
お
け
る
意
識
づ
け
が
大

事
で
、
興
味
が
あ
る
こ
と
を
ま

ず
や
っ
て
み
て
、
う
ま
く
い
か

な
か
っ
た
ら
そ
の
原
因
を
探
り
、

そ
れ
を
踏
ま
え
て
計
画
を
練
り
、

改
め
て
取
り
組
む
。
面
接
の
と

き
に
「
学
生
生
活
で
何
を
し
て

サ
イ
ク
ル
を
身
に
つ
け
て
ほ
し

い
」
と
話
し
た
。

就
活
を
と
り
ま
く

数
字
を
読
み
解
け
ば

選
択
肢
が
ぐ
っ
と
広
が
る

　

次
に
、
就
活
に
ま
つ
わ
る
さ

ま
ざ
ま
な
数
字
を
紹
介
し
つ

つ
、｢

求
人
倍
率｣
の
数
字
に

一
喜
一
憂
し
て
い
る
と
本
質
を

見
誤
っ
て
し
ま
う
と
警
鐘
を
鳴

ら
し
、
業
種
別
求
人
倍
率
や
従

大
学
・
保
護
者
の
サ
ポ
ー
ト
と
学
生
本
人
の
取
り
組
み
方

関
東
地
区
就
職
懇
談
会
レ
ポ
ー
ト

パネルディスカッション
～内定を勝ち取るまで～

今年内々定をもらった学生たちが、自身の就活を振り返

り、苦労話や家族との関係について率直に話してくれた。

〈参加学生〉※写真左から
向後桂祐さん／日本語学科　東京地下鉄株式会社
相澤麗実さん／英米語学科
　　　　　　　株式会社みずほフィナンシャルグループ
前野泰章さん／経済学科　株式会社かんぽ生命保険
山下　匠さん／不動産学科
　　　　　　　株式会社三菱 UFJ フィナンシャル・グループ
光畑美沙さん／ＨＴ学科　株式会社エスクリ
〈コーディネーター〉
遠藤　和氏／キャリアデザインプログラムスーパーバイザー

　 ※本文中、敬称略

気になる
就活事情

　

６
月
30
日
（
土
）
浦
安
キ
ャ
ン
パ
ス
で
「
関
東
地
区
就
職
懇
談
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。
主
に
１
年
か
ら
３
年
次
学

生
の
保
護
者
が
多
数
参
加
し
、
会
場
は
ほ
ぼ
満
席
状
態
と
な
っ
た
。

安井利一学長

内苑孝美センター長

　案外忘れがちだが、就活にはさまざまな費用が
かかる。スーツやバッグなどのほか、交通費や飲
食費もばかにならない。特に最終面接以外の交通
費は自己負担のことが多いので注意が必要だ。活
動中はアルバイトをする時間もないので、費用は
あらかじめ貯めておきたい。概ね 10 万円から 15
万円は見ておいた方が良さそう。

■意外にかかる交通費 ■必須アイテム

知っておきたい就活のお値段事情･必須アイテム

↑このような模範的なリ
クルートスタイルの費用
は６万円前後？

・ス ー ツ 代…………………33,701 円 
・靴　　　代…………………08,957 円
・バ ッ グ 代…………………07,137 円
・シ ャ ツ 代…………………06,967 円
・ネクタイ代…………………05,052 円
・飲　食　費…………………11,024 円
・交　通　費…………………36,837 円（※）

※『就職ジャーナル』の 100 人アンケートで
は平均 67,000 円という報告も

内
訳
（
費
用
の
平
均
）

「これがないと始まらない」就活必須アイ
テムは「スマホ」。外出中に説明会を予約
したり、企業の最新動向を確認したりと大
活躍！　GPS で自分の居場所をチェック
し、慣れない土地でも目的の会社にスムー
ズにたどり着けるマップ検索も心強い機能
の一つ。意外にもスケジュール管理には昔
ながらの手帳を活用「自分の手で書くから
頭に入るんです」

↑びっしりと予定が書き
込まれた手帳

￥

￥
￥



 (7) 第 38号し　お　か　ぜ

相
澤　

自
然
体
で
、
元
気
で
明

る
い
こ
と
が
長
所
で
す
。
幼
さ

も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
を
パ
ワ

フ
ル
さ
に
変
え
て
、
活
動
し
て

い
ま
し
た
。
面
接
で
は
会
話
を

楽
し
む
こ
と
を
心
が
け
「
表
裏

が
な
く
、
表
し
か
な
い
ね
」
と

言
っ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

前
野　

向
上
心
、
上
昇
志
向
、

エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
、
フ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
軽
さ
な
ど
が
私
の
長

所
で
す
が
、
業
界
に
よ
っ
て
ア

ピ
ー
ル
方
法
を
微
妙
に
変
え
ま

し
た
。

山
下　

と
に
か
く
狙
っ
て
い
た

企
業
に
は
ど
ん
ど
ん
足
を
運
ん

で
、
顔
を
覚
え
て
も
ら
い
つ
つ
、

同
時
に
行
動
力
を
ア
ピ
ー
ル
し

ま
し
た
。
企
業
の
方
と
仲
良
く

な
り
、
そ
の
方
に
エ
ン
ト
リ
ー

シ
ー
ト
を
添
削
し
て
も
ら
っ
た

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

光
畑　

目
的
を
持
ち
、
目
的
を

達
成
す
る
た
め
行
動
し
て
き
た

こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
で
の
経
験
や
、
ハ
ワ
イ
研
修

で
ど
ん
な
日
々
を
過
ご
し
て
き

た
か
な
ど
で
す
。

■
就
活
中
、
家
族
の
サ
ポ
ー
ト

は
？

光
畑　

日
々
の
こ
ま
ご
ま
と
し

た
こ
と
を
聞
い
て
も
ら
っ
て
い

た
の
が
と
て
も
大
き
い
で
す
。

エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
を
大
人
目

線
で
見
て
も
ら
っ
た
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

相
澤　

普
段
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
は
と
っ
て
い
ま
し

た
が
、
家
族
に
話
し
て
い
る
う

ち
に
反
省
点
が
見
え
て
き

た
り
、
気
持
ち
が
す
っ
き

り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
金
銭
面
、
食
事
面
で

は
特
に
支
え
て
も
ら
い
、

家
族
が
一
つ
の
チ
ー
ム
の

よ
う
に
感
じ
て
い
ま
し
た
。

山
下　

一
人
暮
ら
し
で
す

が
、
電
話
で
は
よ
く
話
し

て
い
ま
し
た
。
う
ち
は
放

任
主
義
な
の
で
特
に
ア
ド

バ
イ
ス
は
な
か
っ
た
の
で

す
が
、「
落
ち
て
も
い
い

か
ら
や
っ
て
み
れ
ば
？
」

と
言
わ
れ
「
自
分
で
や
ら

な
き
ゃ
」
と
い
う
気
持
ち

が
強
ま
り
ま
し
た
。

前
野　

父
は
人
生
の
先
輩
。
私

が
出
せ
な
い
答
え
で
も
出
せ
る

人
で
す
。
話
し
た
く
な
い
こ
と

で
も
、
あ
え
て
父
に
は
話
し
ま

し
た
。
父
も
、
普
段
は
し
な
い

よ
う
な
仕
事
の
話
を
し
て
く
れ
、

大
人
と
し
て
認
め
て
も
ら
っ
た

よ
う
で
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

向
後　

親
は
、
私
よ
り
も
私
を

理
解
し
て
く
れ
て
い
る
人
で
す
。

迷
っ
た
と
き
の
ア
ド
バ
イ
ス
だ

け
で
な
く
、
日
ご
ろ
の
会
話
な

ど
を
通
じ
て
、
支
え
続
け
て
く

れ
ま
し
た
。

■
こ
れ
か
ら
就
活
す
る
学
生
の

保
護
者
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

向
後　

子
ど
も
を
信
じ
て
、
見

守
っ
て
い
て
く
だ
さ
い
。

相
澤　

就
活
中
は
、
家
族
の
存

在
は
と
て
も
大
き
い
も
の
で
す
。

家
族
同
士
フ
ォ
ロ
ー
し
あ
っ
て
、

支
え
て
あ
げ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

前
野　

子
ど
も
に
気
を
使
う
の

で
は
な
く
、
親
目
線
で
、
本
音

を
ぶ
つ
け
て
い
っ
て
ほ
し
い
。

山
下　

帰
る
場
所
、
戻
る
場
所

で
あ
っ
て
ほ
し
い
。
帰
っ
た
と

き
に
迎
え
入
れ
て
あ
げ
て
ほ
し

い
で
す
。

光
畑　

あ
れ
こ
れ
聞
き
す
ぎ
な

い
で
ほ
し
い
で
す
。
今
の
う
ち

か
ら
普
段
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
大
事
に
し
て
く
だ
さ

い
。

保
護
者
か
ら
の
質
問

■
就
活
で
の
先
生
と
の
関
わ
り

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

向
後　

エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い
ま
し

た
。

相
澤　

就
職
支
援
担
当
の
職
員

の
方
に
、
小
さ
な
こ
と
で
も
相

談
を
す
る
よ
う
に
し
て
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て

い
ま
し
た
。

前
田　

マ
イ
キ
ャ
リ
の
授
業
の

中
で
、
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
の

書
き
方
、
面
接
へ
の
臨
み
方
な

ど
、
細
か
く
指
導
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
定
員
制
で
す
が
ぜ

ひ
受
け
て
ほ
し
い
授
業
で
す
。

山
下　

ゼ
ミ
の
先
生
か
ら
不
動

産
業
界
の
仕
組
み
を
う
か
が
っ

た
り
、
先
輩
を
招
い
て
い
た
だ

い
て
実
体
験
を
聞
く
機
会
を

作
っ
て
い
た
だ
い
た
り
し
ま
し

た
。

光
畑
　
ゼ
ミ
の
先
生
に
は
愚
痴

を
聞
い
て
も
ら
っ
た
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト

は
マ
イ
キ
ャ
リ
の
授
業
で
添
削

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
就
職

支
援
課
の
方
に
も
大
変
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。

業
員
規
模
別
求
人
倍
率
な
ど
の

デ
ー
タ
を
細
か
く
分
析
し
た
。

特
に
注
目
す
べ
き
は
「
希
望
企

業
規
模
と
実
際
の
求
人
総
数
の

ギ
ャ
ッ
プ
」
で
、「
３
０
０
人

未
満
」
の
企
業
が
求
人
総
数
の

49
％
と
約
半
数
を
占
め
て
い
る

全
体
会

　

全
体
会
で
は
藤
井
教
育
後
援

会
会
長
が
挨
拶
。「
昨
年
度
よ

り
も
参
加
者
が
増
え
、
保
護
者

の
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え

の
間
で
は
「
12
月
か
ら
で
い
い

ん
だ
」
と
い
う
認
識
が
あ
る
が
、

企
業
の
選
考
が
始
ま
る
の
は
翌

４
月
か
ら
と
変
わ
ら
な
い
た
め
、

実
際
は
学
生
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー

チ
期
間
が
短
く
な
っ
た
だ
け
の

こ
と
な
の
で
、
実
態
を
し
っ
か

り
見
極
め
て
ほ
し
い
と
の
こ
と
。

ま
た
、「
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト

は
企
業
に
送
る
ラ
ブ
レ
タ
ー
の

つ
も
り
で
」「
知
ら
な
い
企
業

へ
も
選
択
肢
を
広
げ
て
」「
落

ち
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
臨
ん

で
。
落
ち
た
と
し
て
も
儀
式
だ

と
思
っ
て
」
な
ど
、
具
体
的
な

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
続
い
た
。

た
。「
今
年
の
２
年
生
は
震
災

復
旧
の
中
で
１
年
次
を
過
ご
し

た
。
大
学
で
は
『
人
間
力
』
を

つ
け
る
た
め
に
、
ま
ず
は
基
礎

を
固
め
た
上
に
専
門
科
目
を
の

せ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
１
年
次
に
は
４
つ
の

基
礎
学
力
を
中
心
に
講
義
が
行

わ
れ
る
。
一
つ
に
は
大
学
で
何

を
学
ぶ
の
か
に
つ
い
て
学
長
自

ら
が
講
義
を
行
い
、
明
海
大
は

ど
ん
な
大
学
な
の
か
、
そ
こ
で

何
を
す
る
の
か
自
ら
考
え
る
よ

う
に
促
し
た
。
２
年
次
は
３
年

次
へ
の
進
級
条
件
を
満
た
し
た

り
、
来
る
就
職
活
動
に
向
け
て

考
え
を
ま
と
め
た
り
と
、
大
学

生
活
に
と
っ
て
重
要
な
学
年
。

多
面
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
た

い
」
と
話
し
た
。

　

鈴
木
洋
州
学
生
支
援
課
長
か

ら
は
大
学
の
近
況
報
告
が
あ
っ

た
。
な
か
で
も
保
護
者
の
関
心

の
高
い
就
職
情
報
に
つ
い
て
は

少
し
詳
し
い
説
明
が
あ
り
、
近

年
は
「
厳
選
採
用
」
が
行
わ
れ
、

採
用
人
数
あ
り
き
で
は
な
く
、

「
採
用
し
た
い
人
物
を
採
用
す

要
だ
と
し
、
具
体

的
な
方
法
と
し
て
、

と
に
か
く
就
活
中

に
「
人
に
会
う
」

機
会
を
多
く
持
つ

こ
と
を
強
く
勧
め

て
い
た
。

保
護
者
か
ら
の
質
問

Ｑ
資
格
が
な
い
と
だ
め
で
す
か
。

Ａ
明
海
大
学
に
は
資
格
取
得
支

援
の
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
あ
る
の
で
、
ぜ
ひ
活
用
し
て

く
だ
さ
い
。
た
だ
、
一
般
的
な

企
業
に
と
っ
て
資
格
が
あ
る

か
ど
う
か
は
「
プ
ラ
ス
ア
ル

フ
ァ
」。
と
に
か
く
人
物
重
視

で
す
。

Ｑ
留
学
生
に
と
っ
て
効
果
的
な

就
職
活
動
は
あ
り
ま
す
か
。

Ａ
苦
戦
す
る
パ
タ
ー
ン
が
あ
り

ま
す
。
日
本
の
就
活
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
把
握
し
て
い
な
い

こ
と
、
そ
し
て
語
学
力
が
足
り

な
い
こ
と
で
す
。

専
門
科
目
を
勉
強
し
て
い
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
」（
不

動
産
学
科
保
護
者
）

 

「
普
段
か
ら
大
学
生
活
に
つ

い
て
、
よ
く
話
し
て
く
れ
る

方
だ
と
思
い
ま
す
が
、
今
日

は
詳
し
い
成
績
が
分
か
っ
て

よ
か
っ
た
で
す
。
留
学
を
希

望
し
て
い
る
の
で
す
が
、
就

職
活
動
を
考
え
る
と
、
出
遅

れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か

と
心
配
で
す
。
し
か
し
、
親

身
に
な
っ
て
ア
ド
バ
イ
ス
し

て
も
ら
い
少
し
安
心
し
ま
し

た
。
子
ど
も
は
大
学
が
楽
し
い

と
話
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
が

何
よ
り
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」

（
Ｈ
Ｔ
学
科
保
護
者
）

 

「
出
席
日
数
の
こ
と
で
通
知
を

も
ら
っ
た
の
で
参
加
し
ま
し

た
。
子
ど
も
か
ら
は
大
学
の
話

は
し
て
く
れ
な
い
の
で
、
今
日

は
学
校
の
こ
と
が
分
か
っ
て
良

か
っ
た
で
す
」（
英
米
語
学
科

保
護
者
）

 

「
親
が
考
え
て
い
る
子
ど
も
の

印
象
と
先
生
が
感
じ
て
い
る
印

象
が
同
じ
だ
っ
た
の
で
、
よ
く

見
て
く
れ
て
い
る
と
感
激
し
ま

し
た
。
子
ど
も
が
生
き
生
き
し

て
い
る
の
は
、
先
生
が
明
る
く

の
に
対
し
、
学
生
側
の
就
職
希

望
の
内
訳
で
は
18
％
と
低
い
割

合
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
。

こ
れ
は
従
業
員
３
０
０
人
未
満

の
企
業
の
求
人
が
多
数
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
多
く
の
学
生

が
そ
れ
を
知
る
機
会
も
な
い
ま

ま
で
い
る
と
い
う

こ
と
で
、
非
常
に

も
っ
た
い
な
い
と

話
す
。
ま
た
、
２

０
１
１
年
か
ら
エ

ン
ト
リ
ー
開
始
時

期
が
12
月
に
ず
れ

こ
ん
だ
こ
と
に
対

し
て
、
学
生
た
ち

る
。
近
年
で
は
、
他
私
立
大
学

や
国
立
大
学
で
も
保
護
者
会
を

開
催
す
る
と
こ
ろ
が
増
え
て
い

る
と
い
う
。
そ
の
背
景
に
は
就

職
状
況
が
依
然
と
し
て
厳
し
い

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
の
で
は
な

い
か
」。そ
し
て
、「
こ

の
教
育
懇
談
会
の
た

め
に
参
加
保
護
者
の

お
子
さ
ん
の
資
料
を

集
め
て
フ
ァ
イ
ル
す

る
な
ど
、
こ
の
面
談

が
有
意
義
な
も
の
と

な
る
よ
う
に
力
を
尽

く
し
て
い
る
の
で
、

ぜ
ひ
有
効
活
用
し
て

も
ら
い
た
い
」
と
話

し
た
。

　

佐
々
木
副
学
長

は
、
大
学
で
は
世
の

中
で
求
め
ら
れ
る
人

材
の
養
成
に
力
を
入

れ
て
い
る
と
話
し

　

日
本
で
は
就
職
と
い
う
よ
り

は
「
就
社
」。
社
内
で
の
異
動

も
多
く
、
例
え
一
つ
の
部
署
で

う
ま
く
い
か
な
く
て
も
再
チ
ャ

レ
ン
ジ
の
チ
ャ
ン
ス
が
多
く
用

意
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
だ
け

に
会
社
に
合
う
か
ど
う
か
が
重

る
」傾
向
に
あ
る
こ
と
。
ま
た
、

求
人
倍
率
は
震
災
の
あ
っ
た
昨

年
と
比
べ
る
と
若
干
改
善
し
た

が
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
。

だ
が
、
業
種
に
よ
っ
て
は
高
い

求
人
倍
率
の
と
こ
ろ
も
あ
る
の

で
、
広
い
視
野
で
活
動
す
る
こ

と
が
成
功
の
鍵
で
あ
る
と
話

し
、
就
職
に
つ
い
て
親
の
価
値

観
を
押
し
付
け
る
こ
と
な
く
、

精
神
的
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
ほ
し

い
と
述
べ
た
。

参
加
者
の
声

 

「
子
ど
も
が
留
学
を
希
望
し
て

い
ま
す
。
親
と
し
て
も
見
識
を

広
げ
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
が
、
安
全
面
が
心
配
な

の
で
相
談
し
た
い
で
す
ね
。
大

学
に
も
保
護
者
会
が
あ
る
と
知

り
、
自
分
の
学
生
時
代
を
考
え

る
と
手
厚
い
な
、
と
思
い
ま
し

た
」（
経
済
学
科
保
護
者
）

 

「
面
談
を
受
け
て
、
授
業
に
出

席
し
て
お
り
、
ま
ず
ま
ず
の
成

績
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
安
心

し
ま
し
た
。
大
学
に
は
、
大
学

で
し
か
学
べ
な
い
専
門
性
や
実

務
の
習
得
を
望
ん
で
い
ま
す
。

今
回
、
子
ど
も
の
履
修
科
目
を

教
え
て
も
ら
い
、
講
義
名
か
ら

親
し
み
や
す
い
か
ら
な
の
だ
と

感
じ
ま
し
た
。
就
職
に
つ
い
て

は
、
も
う
親
が
口
を
出
す
こ
と

で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
が
、
活

動
が
出
遅
れ
な
い
か
心
配
な
の

で
、
就
職
活
動
に
つ
い
て
知
っ

て
お
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
」（
日
本
語
学
科
保
護
者
）

　

学
科
別
参
加
者
内
訳

　

参
加
者
総
数
１
３
１
名

　
　

日
本
語
学
科
…
３
名

　
　

英
米
語
学
科
…
20
名

　
　

中
国
語
学
科
…
17
名

　
　

経
済
学
科
…
37
名

　
　

不
動
産
学
科
…
27
名

　
　

Ｈ
Ｔ
学
科
…
27
名

「
大
学
で
の
子
ど
も
の
様
子
が
分
か
る
」と
好
評

関
東
地
区
教
育
懇
談
会
に
約
１
３
０
名
の
保
護
者
が
参
加

　

６
月
９
日
（
土
）
浦
安
キ
ャ
ン
パ
ス
体
育
館
に
て
、
関
東
地
区

教
育
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
た
。
全
国
で
行
わ
れ
る
懇
談
会
の
先
陣

を
切
っ
て
行
わ
れ
た
関
東
地
区
懇
談
会
に
は
２
年
次
の
保
護
者
約

１
３
０
名
が
参
加
し
、
教
職
員
と
の
面
談
や
相
談
を
行
っ
た
。

藤井慶三会長

毛利威之氏

遠藤和氏
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卒業記念アルバムについて

　３月・９月の学位記授与式後に卒
業生全員に記念として教育後援会か
ら卒業アルバムが送付贈呈されます。
返品を少なくするため下記の項目を
ご確認ください。

①アルバム送料は着払い（個人負担）
　になります。
②お手元に届くのは12月から翌年１
月を予定しております。

③住所を変更した場合は必ず学生支援
課に届出を行ってください。

④アルバムの発送は、国内限定のため、
留学生は国内で受け取ることが可能
な住所・友人等を届出ください。（個
人写真の撮影時に受付）

　

千
葉
県
大
学
サ
ッ
カ
ー
リ
ー

グ
で
連
覇
を
続
け
る
サ
ッ
カ
ー

部
に
と
っ
て
、
関
東
大
学
リ
ー

グ
２
部
昇
格
は
「
悲
願
」
だ
。

　

八
津
川
監
督
が
就
任
し
て
４

年
目
と
な
る
今
年
は
、
監
督

が
１
年
生
か
ら
指
導
を
続
け

て
き
た
選
手
が
中
心
と
な
っ

て
お
り
、
監
督
の
思
い
が
形

と
な
っ
て
い
る
。
部
員
は
千

葉
県
出
身
の
選
手
が
多
い
が
、

最
近
は
全
国
か
ら
集
ま
っ
て

い
る
。
ス
タ
ッ
フ
全
員
で
地
方

へ
足
を
運
ん
で
高
校
生
選
手
を

見
て
い
る
と
い
う
。
そ
の
熱
意

と
実
績
か
ら
、
有
力
選
手
が
集

ま
る
よ
う
に
な
り
、「
層
が
厚

く
な
っ
て
き
た
」（
八
津
川
監

督
）
そ
う
で
、
今
年
は
１
年
生

40
人
が
入
部
。
総
勢
１
１
０
人

の
部
員
が
レ
ギ
ュ
ラ
ー
を
争
っ

て
切
磋
琢
磨
し
て
い
る
。

　

主
将
の
岩
田
正
太
さ
ん
（
経

済
学
科
４
年
）
は
、
高
校
卒
業

後
Ｊ
リ
ー
グ
で
プ
レ
ー
し
た
経

験
を
持
つ
。
プ
ロ
を
知
る
選
手

と
し
て
、年
長
者
と
し
て
「
兄
」

の
よ
う
な
存
在
で
チ
ー
ム
を

引
っ
張
っ
て
い
る
。

 

「
４
月
か
ら
新
チ
ー
ム
と
な
り
、

最
初
は
チ
ー
ム
メ
イ
ト
が
ミ
ス

を
し
て
も
遠
慮
し
て
何
も
言
え

な
い
雰
囲
気
だ
っ
た
が
、
今
は

伝
え
る
べ
き
こ
と
は
き
ち
ん
と

伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
高

い
レ
ベ
ル
を
目
指
す
雰
囲
気
に

な
っ
て
い
る
」
と
岩
田
さ
ん
。

「
今
の
チ
ー
ム
は
、
強
い
チ
ー

ム
と
あ
た
る
と
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

に
負
け
て
し
ま
う
と
こ
ろ
が
あ

る
。
自
信
を
持
っ
て
や
れ
ば
、

２
部
昇
格
は
夢
じ
ゃ
な
い
。
実

力
は
あ
り
ま
す
」
と
語
っ
て
く

れ
た
。

平成24年7月20日発行（年2回刊）
〈教育後援会だより〉

し お か ぜ
発行／明海大学浦安キャンパス教育後援会
〒279-8550　千葉県浦安市明海1丁目
電話047-355-5112　FAX047-355-2871
http://www.meikai-koenkai.com/

編
集
後
記

　

浦
安
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
き
ま

し
て
は
、
東
日
本
大
震
災
後
学

生
の
た
め
に
迅
速
な
復
旧
工
事

を
し
て
い
た
だ
き
素
晴
ら
し
い

キ
ャ
ン
パ
ス
に
蘇
り
ま
し
た
。

　

学
位
記
授
与
式
、
入
学
式
を

素
晴
ら
し
い
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で

無
事
盛
大
に
執
り
行
え
た
こ
と

に
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

２
０
１
２
年
度
の
教
育
後
援

会
事
業
計
画
も
決
定
し
、
地
区

教
育
懇
談
会
に
お
い
て
は
６
月

に
関
東
地
区
を
開
催
し
、
９
月

以
降
全
国
で
開
催
致
し
ま
す
。

全
国
各
地
の
保
護
者
の
皆
様
と

大
学
関
係
者
の
方
々
と
の
交
流

を
深
め
、
学
生
た
ち
が
よ
り
良

い
学
生
生
活
を
送
れ
る
よ
う
教

育
後
援
会
と
し
て
も
努
力
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
の
キ
ャ
ン
パ
ス
め
ぐ
り

は
復
旧
後
の
施
設
を
中
心
に
編

集
委
員
が
取
材
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
新
学
部
長
の
お
話
も
お

聞
き
し
、
お
人
柄
が
伝
わ
っ
た

こ
と
と
思
い
ま
す
。
体
育
会
活

動
報
告
に
お
い
て
は
、
ヨ
ッ
ト

部
・
サ
ッ
カ
ー
部
・
空
手
道
部

と
素
晴
ら
し
い
成
績
を
収
め
て

お
り
ま
す
。
各
部
の
主
将
に
活

動
状
況
を
聞
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
会
報
「
潮
風
」

を
は
じ
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

メ
ル
マ
ガ
で
タ
イ
ム
リ
ー
に
情

報
を
お
届
け
で
き
る
よ
う
役
員

一
同
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
感
想
、
ご
意
見
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

編
集
委
員
長
　
松
田
清
志

空
手
道
部
。
空
手
道
は
伝
統
校

が
強
い
傾
向
に
あ
り
、
明
海
大

の
ベ
ス
ト
８
入
り
は
、
大
学
空

　

第
48
回
東
日
本
大
学
空
手
道

選
手
権
大
会
の
男
子
団
体
組
手

で
ベ
ス
ト
８
入
り
を
果
た
し
た

　

ヨ
ッ
ト
部
は
今
春
、
関
東
学

生
ヨ
ッ
ト
選
手
権
大
会
の
大
学

団
体
戦
で
総
合
３
位
（
４
７
０

級
２
位
、
ス
ナ
イ
プ
級
４
位
）

と
な
っ
た
。
こ
れ
は
本
学
初
の

快
挙
で
、
強
豪
早
稲
田
大
を
抑

え
て
の
順
位
。
ま
た
昨
年
は
、

世
界
大
会
に
出
場
し
た
選
手
も

い
る
。
練
習
は
稲
毛
ヨ
ッ
ト

ハ
ー
バ
ー
を
拠
点
と
し
て
、
主

に
週
末
に
行
っ
て
い
る
が
、
部

員
た
ち
は
授
業
に
空
き
が
で
き

る
と
電
車
で
稲
毛
ま
で
出
か
け

て
練
習
し
て
い
る
。

　

部
員
は
約
30
名
で
女
子
部
員

は
そ
の
う
ち
三
分
の
一
程
度
。

ほ
と
ん
ど
が
大
学
入
学
前
か
ら

ヨ
ッ
ト
競
技
の
経
験
者
だ
。

　

主
将
の
鈴
木
一
智
さ
ん
（
不

動
産
学
部
３
年
）
が
ヨ
ッ
ト
を

始
め
た
の
は
高
校
生
か
ら
。
そ

の
き
っ
か
け
は
趣
味
の
釣
り
。

「
高
校
に
入
っ
た
と
き
、
ヨ
ッ

ト
部
に
入
る
と
船
に
乗
れ
る
よ

う
に
な
る
、
と
聞
い
て
入
部
し

た
ん
で
す
。
釣
り
に
行
く
と
き

に
、船
が
出
せ
た
ら
便
利
か
な
」

と
入
部
し
た
と
こ
ろ
、
状
況
は

少
し
違
っ
た
よ
う
だ
が
、
ヨ
ッ

ト
が
好
き
に
な
っ
た
と
い
う
。

レ
ー
ス
に
出
る
と
勝
ち
た
い
と

思
う
よ
う
に
な
り
、
そ
の
思
い

は
今
も
変
わ
ら
な
い
。

　

今
秋
に
琵
琶
湖
で
行
わ
れ
る

全
日
本
イ
ン
カ
レ
で
日
本
一
を

狙
っ
て
い
く
と
い
う
ヨ
ッ
ト
部
。

現
在
の
部
員
構
成
が
、
３
年
生

が
12
人
と
一
番
多
い
こ
と
か
ら
、

来
年
度
以
降
も
活
躍
が
楽
し
み

だ
。

大学空手界に
“明海大”の名を残す

空手道部

悲願達成に向け、
前進あるのみ！
サッカー部

日本一を目指し、
さらなる努力を続ける

ヨット部

手
道
界
に
衝
撃
を
与
え
た
と
い

う
。

　

歴
史
が
浅
く
Ｏ
Ｂ
の
層
も
薄

い
明
海
大
だ
が
、
海
外
の
ナ

シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
と
一
緒
に
練

習
す
る
な
ど
し
て
、
力
を
つ
け

て
き
た
。
世
界
の
空
手
人
口
は

柔
道
の
そ
れ
よ
り
も
多
い
の
だ
。

　

そ
し
て
、
第
40
回
関
東
学
生

空
手
道
個
人
選
手
権
大
会
で
は

主
将
で
あ
る
上
田
航
さ
ん
（
経

済
学
科
４
年
）
が
優
勝
し
た
。

　

上
田
さ
ん
は
「
新
し
い
学
校

に
歴
史
を
作
る
」
た
め
に
京
都

か
ら
明
海
大
に
進
学
を
決
め
た
。

上
田
さ
ん
の
個
人
戦
優
勝
は
、

空
手
道
部
全
体
に
い
い
刺
激
を

与
え
た
と
い
う
が
、「
学
校
の

名
前
を
残
す
こ
と
が
自
分
の
仕

事
」
と
上
田
さ
ん
は
言
い
切
る
。

試
合
に
出
た
ら
勝
つ
、
し
か
し

目
標
は
“
個
人
で
は
な
く
団
体

で
主
将
と
し
て
勝
つ
こ
と
”
な

の
だ
そ
う
だ
。

　

現
在
の
空
手
道
部
の
目
標
は
、

こ
の
秋
に
行
わ
れ
る
関
東
学
生

大
会
団
体
戦
で
男
子
、
女
子
と

も
に
ベ
ス
ト
８
入
り
す
る
こ
と
。

並
み
い
る
古
豪
校
を
倒
し
て
勝

ち
上
が
る
の
は
容
易
な
こ
と
で

は
な
い
が
、
上
田
さ
ん
以
外
に

も
全
日
本
選
手
権
出
場
選
手
が

４
人
お
り
、
チ
ー
ム
全
体
の
調

子
も
あ
が
っ
て
い
る
そ
う
だ
。

明
海
大
に
、
ま
た
大
学
空
手
道

界
に
新
た
な
歴
史
を
作
っ
て
く

れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

主将の上田航さん

主将の鈴木一智さん

主将の岩田正太さん
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